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（単位：千円） 

- 総括 1 - 

 

新規事業及び重要事業総括表 

 

 

Ⅰ 総 額 

 

 【一般会計】 

区分 平成２８年度 平成２７年度 伸び率 

予算総額 ２２，３２１，０７４千円 ２２，７３２，０４１千円 △１．８％ 

一般会計構成比         １．２%         １．２%     － 

 

  【就農支援資金貸付事業特別会計】 

   予算総額 ３３，８２４千円 ３３，１５０千円 ２．０％ 

 

  【林業・木材産業改善資金特別会計】 

   予算総額 ５９，７００千円 ３９，４９０千円 ５１．２％ 

 

  【本多静六博士育英事業特別会計】 

   予算総額 ５０，６６４千円 ５１，３９３千円 △１．４％ 

 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策 
 

【埼玉農林業・農山村振興ビジョン施策体系】 
 

  

 
 １ 担い手による付加価値の高い食の安定供給と成長産業化が進む農業 
 （１）成長する埼玉農業を支える担い手を育成する 

 （２）優良農地の確保と農地の有効活用を進める 

 （３）多彩な農産物の生産力を強化する 

 （４）埼玉農産物の需要拡大を推進する 

 （５）食の安全・安心を確保する 

 
 ２ 様々な働きを通じて県民生活・経済を支える森林・林業 
 （１）森林の循環利用を推進する 

 （２）県産木材の利用を促進する 

 （３）森林を整備・保全する 

 
 ３ 地域資源を活用した多様な取組が展開されている農山村 
 （１）活力ある農山村を創る 

 （２）県民の農林業・農山村を大切にする意識を醸成する 
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１ 担い手による付加価値の高い食の安定供給と成長産業化が進む農業 

（１）成長する埼玉農業を支える担い手を育成する 

Ｐ １      農地中間管理機構運営事業【農業ビジネス支援課】       ３４９，１０５ 

Ｐ ２      農業経営法人化推進事業【農業支援課】             ２１，４１８ 

Ｐ ３      明日の農業担い手育成塾推進事業【農業支援課】         ２０，６３３ 

Ｐ ４  新規  農業法人雇用促進事業【農業支援課】              １７，８６９ 

Ｐ ５  新規  埼玉農業フロンティア育成事業【農業支援課】          １１，６０８ 

Ｐ ６  新規  農業版ウーマノミクス事業【農業支援課】            ２１，２５０ 
 

（２）優良農地の確保と農地の有効活用を進める 

Ｐ ７      担い手を育む農地の整備【農村整備課】            ７３５，９４３ 

Ｐ ７      農業水利施設の整備【農村整備課】            ２，７２４，４４７ 

 

（３）多彩な農産物の生産力を強化する 

Ｐ ８      畜産振興対策事業【畜産安全課】               １１６，４５２ 

 ＜平成２７年度２月補正予算＞ 

Ｐ ９  新規  豚凍結人工授精技術を活用した埼玉養豚競争力アップ事業【畜産安全課】 

                                    ２１，８６４ 
 ＜平成２７年度２月補正予算＞ 

Ｐ１０  新規  県産米「特Ａ」プロジェクト推進事業【生産振興課】       ２２，９０６ 

 ＜平成２７年度２月補正予算＞ 

Ｐ１１  新規  オーダーメイド型産地づくり事業【生産振興課】         ４６，４０５ 

Ｐ１２      埼玉園芸生産力強化支援事業【生産振興課】          ２９１，７０８ 

Ｐ１３      農林水産試験研究の推進【農業政策課】            ７０９，２２９ 
 

（４）埼玉農産物の需要拡大を推進する 

 ＜平成２７年度２月補正予算＞ 

Ｐ１４      埼玉ブランド農産物「知って、買って、食べよう」事業【農業ビジネス支援課】 

                                    １１，９１５ 

Ｐ１５      農業の６次産業化支援事業【農業ビジネス支援課】        ６１，１５３ 

 ＜平成２７年度２月補正予算＞ 

Ｐ１６  新規  埼玉ブランド農産物輸出促進事業【農業ビジネス支援課】      ６，０００ 
 

（５）食の安全・安心を確保する 

Ｐ１７      埼玉スマートＧＡＰ推進事業【農産物安全課】          １６，９２０ 
 

２ 様々な働きを通じて県民生活・経済を支える森林・林業 

（１）森林の循環利用を推進する 

Ｐ１８      皆伐から始める森の若返りスピードアップ事業【森づくり課】  ２２８，８８５ 

Ｐ１９      森林管理道の整備【森づくり課】               ６０９，２１５ 
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（２）県産木材の利用を促進する 

Ｐ２０      埼玉の木みんなで使って豊かな暮らし応援事業【森づくり課】   ６２，４２８ 
 

（３）森林を整備・保全する 

Ｐ１９      治山対策の推進【森づくり課】                ５０２，３９５ 

 

３ 地域資源を活用した多様な取組が展開されている農山村 

（１）活力ある農山村を創る 

 ＜平成２７年度２月補正予算＞ 

Ｐ２１  新規  農山村への移住促進ワンストップ体制整備事業【農業ビジネス支援課】 

                                    ４０，５９３ 

Ｐ２２      多面的機能支援事業【農村整備課】              ５８２，９４７ 
 

 

 



- 1 - 

農地中間管理機構運営事業 

担当 農業ビジネス支援課 農地活用担当 

内線 ４０２６ 
 
１ 目  的 

 担い手への農地の集積・集約化を加速し、農業の生産性向上と農地の有効活用を図る

ため、農地中間管理機構（以下「機構」）の活動を支援する。 
 
 

２ 事業内容 

区   分 事業主体 内   容 予 算 額 

１ 農地中間管理機構運営事業     341,113 千円 

  (1) 運営費  機構 
機構の運営費、市町村等への委託

経費 
235,300千円 

  (2) 管理事業費 機構 
農地の賃借料、土地改良賦課金、

借り受け農地の管理料 
105,813千円 

２ 県推進事業 県  機構に対する指導等の経費 2,936 千円 

３ 農業構造改革支援 

 基金積立金 
県 農業構造改革支援基金への積立 5,056 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２８年度予算額   ３４９，１０５千円 
 
 

農地中間管理機構
（農地集積バンク）

市町村、農業委員会等

借
受
け

貸
付
け

担い手
新規参入者

規模拡大
集積・集約化

県農地活用促進事業 農地中間管理機構運営事業

農地の管理・保全の

活動費等の支援

人・農地プラン作成、

協力金交付の支援

○ リタイア農家

経営転換農家
土地持ち非農家

などの農地

○分散農地

○耕作放棄地

地域で人と農地の問題

の話し合い（人・農地プラン）

連携
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農業経営法人化推進事業 

 
担当 農業支援課 経営体支援担当 

内線 ４０５５ 

 

１ 目  的 

  地域農業の担い手である認定農業者などの経営発展を支援し、農業経営の向上を図る。 

また、税理士などのスペシャリストを活用した相談窓口の設置や複数の農業者等が共

同して法人を設立するなどの取組を支援し、農業経営の法人化を推進する。 
 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1) 認定農業者経営 

 改善支援事業 

県 

 

 認定農業者などの担い手に対し、生産技術や経

営改善についての個別指導や研修会を開催 

8,740 千円 

 

(2) 認定農業者等 

 育成支援事業 

県  認定農業者等の担い手を育成するための体制

を整備 

648 千円 

 

(3) 農業経営法人化 

  相談窓口設置事業 

県 

 

 各農林振興センターの「農業経営法人化相談窓

口」で、法人化を希望する認定農業者などに普及

指導員が法人化相談を実施 

1,169 千円 

 

(4) 法人化支援事業    7,507 千円 

 

 

ア スペシャリスト 

 設置事業 

県 法人化相談のうち専門性の高い相談に対応す

る税理士などのスペシャリストを設置 

3,907 千円 

 

イ 複数個別経営 

  法人化推進事業 

市町村  複数の農業者等による法人化及び集落営農の

組織化の取組を支援 

3,600 千円 

 

(5) 農業経営法人化 

 人材支援事業 

県  法人化の事例検証などを通じて意欲ある農業

者や関係機関に情報提供し法人化をフォローア

ップ 

3,354 千円 

 

 

 

 

 
          
             
 
 
 
 
 
 
                    
 
   
   
 
 

 

３ 平成２８年度予算額   ２１，４１８千円 

 
・市町村と連携した体制整備 

 

 
 

農  

業 

経 

営 

体 

の 

法 

人 

化 

  
・法人化事例の検証と情報提供 

 
 
 
各農林振興センターに
法人化相談窓口を設置 
・法人化の啓発 
・法人化相談の実施 
・経営分析の実施 

 
・生産技術や経営管理手法 
の改善 

・経営発展への動機付け 

(2)認定農業者等育成支援事業 

(1)認定農業者経営改善支援事業 

(3)農業経営法人化相談 
窓口設置事業 

(4)法人化支援事業 

(5)農業経営法人化人材支援事業 

ステップ 
アップ 

 

税理士等に 
よる支援 

複数農家によ
る法人化等の
取組を支援 

検証 情報提供 

農 
 

業 
 

者 
  

ア スペシャリスト設置事業 イ 複数個別経営法人化推進事業 

農
業
経
営
法
人
化
相
談
窓
口 
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明日の農業担い手育成塾推進事業 

 
担当 農業支援課  新規参入支援担当  

                                   内線 ４０５１            
                                               
１ 目  的 
  就農相談窓口の設置、農業生産法人等での体験研修の実施及び新規参入希望者を対象

とした「明日の農業担い手育成塾」の設置運営の支援を通じ、新規就農希望者の円滑な

就農を促進する。 
   
２ 事業内容  
 区  分 事業主体 内    容 予 算 額 

(1)就農相談窓口整備 
  推進事業 

県  農林振興センター等に就農相談
窓口を設置し、新規就農を希望す
る者の支援を実施 

7,571千円 

  

 
(2)農業生産法人等 
  体験支援事業 

県  雇用就農を希望する者を支援す
るため、農業法人見学会及びイン
ターンシップを実施 

730千円 

   

 
(3)明日の農業担い手 
  育成塾推進事業 

  12,332千円 

 

  ① 県推進事業 県  明日の農業担い手育成塾の設 
置・支援 

311千円 

 

 

 
② 塾運営事業 市町村 

農業委員会 
農協等 

 事業実施に必要な体制の整備 
 ２０塾 

12,021千円 

 

 
 

就農相談窓口 
 整備推進事業 

 
 
 
 
 
 
 
  ・相談窓口設置 

 ・休日就農相談 

 ・就農支援セミナー 

 

 

 

３ 平成２８年度予算額   ２０，６３３千円 

 

農
業
大
学
校
等 

明日の農業担い手育成塾推進事業 
 

就農希望地での実践的な研修 
 ・塾運営事業 
  （新規参入希望者を支援） 
  

農業生産法人等体験支援事業 
・法人等での見学や体験 等 

新規就農者の増加 



新 規 
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農業法人雇用促進事業 

 
担当 農業支援課 経営体支援担当 

      内線 ４０５５          

 

１ 目  的 

農業従事者の就労環境が改善されれば、高齢者や女性、障害者の方もそれぞれの能力

を発揮して働くことができることから、農業法人において高齢者等が容易に作業できる

体制を整備することにより、多様な人材の雇用促進を図る。 
 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

 

(1) 雇用促進体制 

  整備事業 

 

農業法人 

   ほか 

 高齢者や女性、障害者が、農作業しやすい 

環境を整備する。 

・農作業環境改善機械施設の整備支援 

 （アシストスーツ、移動式トイレ等の整備）       

        1,500千円×1/2×20法人 

・法人経営者等の理解促進 

 （雇用促進研修会の開催）               

・障害者等のための農作業体系の単純化 

 （農作業マニュアルの作成） 

 

16,910 千円 

(2) 雇用促進連携 

  強化事業 

 

県 
 障害者等の関連団体と農業法人をマッチン 

グするための合同説明会を開催する。 
   959 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２８年度予算額   １７，８６９千円 



                                          新 規 
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 埼玉農業フロンティア育成事業 
 

 担当 農業支援課  新規参入支援担当  
                                   内線 ４０５１             

                                        
１ 目  的 
  就農への動機づけをより明確化するため、農業高校と農業大学校、市町村等の連携を

強化するとともに、農業大学校のカリキュラムの充実を図り、経営感覚を身につけた質

の高い新規就農者を育成する。 
   
２ 事業内容  

区  分 事業主体 内    容 予 算 額 

(1) 農業高校と農業大 

学校連携強化事業 

県 農業高校と農業大学校、農林振興センター、

市町村、ＪＡ、地域指導農家等による連携会議

を設置し、地域で農業高校を支援する体制を整

備するとともに就農への動機づけを行うため

農業大学校で宿泊による研修を実施する。 
 

 1,180千円  

(2) 農業大学校教育 

充実事業 

県 キャリア教育や外部講師を活用した専門性

の高い農業教育を実施するとともに、経営感覚

を身につけるためのチャレンジファームを農

業大学校に設置する。 

10,428千円  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 平成２８年度予算額   １１,６０８千円 



新 規  
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農業版ウーマノミクス事業  
 

担当 農業支援課 普及活動担当  
                     内線 ４０４７          
 
１ 目  的 

  女性は、感性や視点の豊かさ、消費者目線などの強みを持っているが、その強みが農

業経営に生かされておらず、また、積極的に経営へ参画している女性農業者も少ない。 
  そこで、女性の経営力の向上を図るとともに、新たなビジネスへのチャレンジを支援

することにより、地域の核となる女性農業者を育成し、地域における取組の波及を図る。 
 
２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 
(1)農業女子 

  ビジネス 

  スクール 

  の開設 

県 

 次世代のリーダーとなり得る「人財」を育成

するため、意欲を持った３０～４０代の女性農

業者に対し、キャリアアップのための体系的な

集合研修を実施する。 

6,254 千円 

県 
農業者 

 商品開発や販路拡大など企業との連携を望む

女性農業者に対し、企業への派遣研修を実施す

る。 

4,526 千円 

(2)女性の視点 

  を生かした 

  商品開発 

県 

農業者 

 女性農業者が県内企業や大学等と連携し、女

性の視点を生かした商品開発に向けた試作や販

路開拓等の経費に対して支援をする。 

10,470 千円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２８年度予算額   ２１，２５０千円 

対象
３０～４０代中心

ビジネスプラン

飲食業

百貨店

菓子店

大学

農業女子ビジネススクールの開設

キャリアアップ講座

企業への派遣

内容

3日間
環境分析・マーケティング・
経営者意識・企画書作成

4日間 先進事例の視察・研究

2日間 ビジネスプラン作成・発表

1日間 実績発表会（企業参加）

←

個
別
研
修

→

県内企業等

女
性
農
業
者

ノ
ウ
ハ
ウ
習
得

ビ
ジ
ネ
ス
ヒ
ン
ト
発
見

商品開発への支援

県内企業
大学女性農業者

グループを構成

・企画

・委託先選定

・参加者募集、選定

・研修後の

フォローアップ

・研修運営

県の役割

委託業者の役割

・女性と企業等の

マッチング

・研修後の

フォローアップ

県の役割

商品企画

女
性
農
業
者
が
核
と
な
り
地
域
が
活
性
化

・商品企画の選考

・商品開発の支援

・女性農業者のフォローアップ

・成果報告会の開催

県の役割

・商品化のための試作
…企業等での試作にかかる製造経費

・成分分析
…栄養成分、機能性成分等の分析費

・販路開拓
…マーケティング調査費

商品開発の支援

地域の
農業者
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農業生産基盤の整備 
 
               担当 農村整備課 農地整備担当、 水利施設整備担当、 企画担当、 水利調整・管理担当 
               内線 4351(農地整備担当）、4347(水利施設整備担当) 、4345（企画担当）、4341(水利調整・施設管理担当） 

 

１ 担い手を育む農地の整備 

（１）目  的 

    農地の大区画化や用排水路・農道等の整備により、農業生産性の向上と営農条件の 

  改善を図るとともに、農地の利用調整による経営規模の拡大を進め、高収益を目指す 

  農業経営体の育成を促進する。 

（２）事業内容 

区   分 事業主体 内         容 予 算 額 

ア ほ場整備事業 県 

 

 農地の区画拡大と道路、用水路、排

水路等の一体的な整備  【 9地区】 

510,220千円  

イ 農道整備事業 

 

県  農道の老朽化状況調査及び保全対策 

            【 3地区】 

210,000千円  

ウ 団体営基盤整備 

   促進事業等 

市町村 

土地改良区 

 小規模な区域での農地、農道等の整

備支援 

            【 7地区】 

15,723千円  

 

  【担い手を育む農地の整備】 

 

 

 

 

 

 

       （整備前）                （整備後） 

（３）平成２８年度予算額   ７３５，９４３千円 

 

２ 農業水利施設の整備 

（１）目  的 

   用水路や排水路等の農業水利施設を整備し、用水不足や排水不良による農作物被害 

  の解消や自然災害を防止し、農産物の安定供給と地域の安全性向上を図る。 

（２）事業内容 

区   分 事業主体 内         容 予 算 額 

ア かんがい排水事業 

 

県 

 

農業水利施設（用水路､排水路､排水

機場）等の整備及び補修 

           【19地区】 

 1,799,540千円  

 

イ 農地防災事業 県 

 

 排水路の改修、排水機場等の整備 

            【15地区】 

631,302千円  

ウ 団体営基盤整備 

   促進事業等 

 

市町村 

土地改良区 

 

 小規模な区域での用水路、排水路等

の整備支援 

            【51地区】 

 293,605千円  

  

（３）平成２８年度予算額  ２，７２４，４４７千円 
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畜産振興対策事業 
 

                         担当 畜産安全課 畜産振興担当 

                         内線 ４１９３ 

１ 目  的 

畜産農家が行う畜舎や堆肥化施設、飼料保管庫などの施設整備を支援し、経営規模

の拡大や生産性の向上を図ることで、本県畜産業の競争力を強化する。 

また、ホルスタイン共進会の開催を支援し、家畜の改良及び飼養技術の向上を推進

する。 

 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1)畜産総合対策事業 
畜産農家・ 

生産者集団等 

・収益性の向上を目指す畜産 

農家の施設整備費補助 

・経営計画の策定支援 

113,803千円 

(2)ホルスタイン共進会 

  参加等事業 

関東ホルスタ

イン改良協会 

・関東地区ホルスタイン共進 

会の開催費補助 
2,649千円 

                      

                            

          

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

    

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２８年度予算額   １１６，４５２千円 

 

 

市町村 ＪＡ 畜産会 畜産農家 県 

       経営計画の策定 
・規模拡大、生産性向上 

・ブランド力の強化 

・地域資源の活用（飼料用米、飼料用稲等）など 

食肉流通業者

 

 
経営計画の策定 

 
施 設 整 備 

畜産経営の競争力強化・地域の活性化 

 

堆肥化施設 豚 舎 牛 舎 

施 設 整 備 
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豚凍結人工授精技術を活用した埼玉養豚競争力アップ事業 
 

担当 畜産安全課 畜産振興担当 

内線 ４１９３ 

 

１ 目  的 

自然交配や液状精液による人工授精では、夏季の暑熱ストレスによる受胎率低下など

が、安定的な出荷を妨げている。 

そこで、農業技術研究センターが開発した豚凍結精液人工授精技術を養豚農家に普及

することにより、生産性の向上を図る。 

 

２ 事業内容 

区 分 事業主体 内 容 予算額 

（１）凍結精液量産のため 

の機器整備事業 
県 

精液充填機等の機器を整備し、

安全で活力ある凍結精液を迅速

に量産する体制を確立する。 

16,630千円 

（２）凍結人工授精技術実 

  用化・普及事業 
県 

養豚農家において凍結精液の融

解や子宮深部注入等の技術を実

地指導する。 

5,234千円 

 

 

３ 予算額   ２１，８６４千円（平成２７年度２月補正予算対応） 
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県産米「特Ａ」プロジェクト推進事業 
 

担当 生産振興課 主穀担当 

内線 ４１４４ 

１ 目  的 

各道府県がオリジナル新品種のブランド化に取組んでおり、積極的なＰＲ活動を展開

しているが、有利販売を行うためには「特Ａ」評価の獲得が不可欠な状況となっている。 
そこで、本県が育成した新品種「彩のきずな」が「特Ａ」を獲得・継続するための取

組と立地条件を最大限に活かした県産米の販売力向上対策を実施し、儲かる主食用米生

産が実現できるよう支援する。 

 

２ 事業内容 

区 分 事業主体 内 容 予算額 

(1)食味向上技術の

開発 県 

「特Ａ」レベルの米が県内のどの地域

でも栽培できる体系的な技術開発を

行う。 
6,016千円 

(2)食味向上技術の

導入支援 県 

 食味向上技術の実証ほ設置し、現地

での適応性を調査・検討するともに農

家への普及を促進する。 

1,700千円 

(3)食味向上対策機

器整備支援 
農業団体 

 高品質米の生産拡大のため大規模

穀物乾燥調製施設に対して、粒揃いの

向上に必要な機器の整備に対する補

助を行う。 

4,473千円 

(4)販売力向上対策 

 

 県 

関係団体 

 県内における県産米のポジショニ

ングの分析を行うとともに、「彩のき

ずな」の販売戦略を構築し、県内の流

通業者等に対するプロモーション活

動を行い、県産米の消費拡大を推進す

る。 

10,717千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額   ２２，９０６千円（平成２７年度２月補正予算対応） 

食味向上技術の現地適応

性の調査検討・普及定着 
 農業技術研究センター 
 農林振興センター 

「特Ａ」レベルの米が県内ど

の地域でも栽培できる食味

向上技術の開発 
（農業技術研究センター） 技術移転 

支援 

「
特
Ａ
」
の
獲
得
・
継
続 

プロモーション活動等

の展開 

（県・関係団体） 

 

粒揃い向上に必要な

機器整備の支援 
（農業団体） 

県
産
米
全
体
の
評
価
・
販
売
力
の
向
上 
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オーダーメイド型産地づくり事業 

 

                          担当 生産振興課 野菜担当 

                          内線 ４１４２ 

 

１ 目  的 

  加工・業務用農産物に対する需要が高まっていることから、県内に食品、医薬品関連

会社が多く立地している本県の強みを生かし、食品・医薬品メーカーからの要望に応え

られるオーダーメイド型の産地を育成することにより、生産者の経営の安定化を図り、

本県農業の競争力を高める。 

 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1)オーダーメイド型 

  産地づくり推進事業 

県 ・オーダーメイド協議会の開催 

・地域における需要量調査とマッ 

 チング 

・栽培方法の調査・研究 

・機能性成分等の付加価値の検証 

 とデータベースの構築 

16,405 千円 

(2)オーダーメイド型 

  産地づくり支援事業 

生産者団体 機械、施設の導入支援 25,000 千円 

(3)高付加価値型 

  産地づくり支援事業 

生産者団体 機械、施設の導入支援  5,000 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額   ４６，４０５千円（平成２７年度２月補正予算対応） 

 

オーダーメイド型産地づくり 

オーダーメイド戦略協議会 

〈構成員〉・県       ・食品・医薬品メーカー 

      ・農業者団体 ・栄養・医学有識者等 

○ニーズ調査 

○付加価値の評価  

 (栄養成分・機能性) 

県・試験研究機関等 

○調査・研究  (品目・品種・栽培方法) 

○付加価値の検証 

 
県の支援 

 ○マッチング 

 ○産地支援(機械・施設整備) 

 ○機能性表示・ＰＲ 

 ○商品開発支援 

オーダーメイド型生産の育成 

 

 

 

埼
玉
の
野
菜
産
地
等
の
競
争
力
強
化
に
よ
る
収
益
力
向
上 

 

キャベツ    ねぎ      にんじん   たまねぎ 

 実需者（食品・医薬品・化粧品メーカー等） 

 産地 
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埼玉園芸生産力強化支援事業 

 

  担当 生産振興課 野菜担当 

  内線 ４１４２  
 

１ 目  的 

本県産の野菜・果樹・花植木を安定的に供給するため、園芸作物の高品質･高付加価値

化、生産の低コスト化等、産地の維持・強化に資する取組を支援する。 

 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内   容 予算額 

(1)埼玉園芸生産力 

  強化支援事業 

 農業協同    

 組合 

生産から流通までの園芸生産力強化に
必要な機械、施設の導入支援 

289,578 千円 

(2)埼玉施設園芸 

  強化支援事業 

県等 施設園芸強化の推進活動等 2,130 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

       集出荷貯蔵施設                  選 果 機 

 

３ 平成２８年度予算額   ２９１，７０８千円 
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農林水産試験研究の推進 

                   担当 農業政策課 企画・試験研究調整担当 

                   内線 ４０３５  

１ 目  的 

  埼玉農業の競争力を強化するため、環境変化に対応した農産物の生産技術、新品種

の育成や、高収益・高付加価値化技術などについて研究開発を行うとともに、試験研

究機能の強化に必要な施設等の整備を行う。 

２ 事業内容 

(1) 農林水産試験研究費                 １７２，５７２千円 

 （農業技術研究センター、茶業研究所、水産研究所、寄居林業事務所森林研究室の研究費） 

区  分 事業主体 内    容 予算額 

Ⅰ 環境変化に対応した栽

培管理技術開発 
県 

 気象変動に対応した生産技術、野生鳥獣害

対策、病害虫防除技術の開発等 
14,717千円 

Ⅱ 県オリジナル品種の育

成・普及 
県 

 本県の特性、産地振興の視点に立った新品

種の育成と普及 
15,714千円 

Ⅲ 土地利用型農業におけ

る生産技術の開発 
県 

 水田における米麦・野菜の低コスト・高収

益生産技術の開発 
13,734千円 

Ⅳ 生産効率が高く、付加価

値の高い生産技術の開発 
県 

 野菜の安定生産、高品質花き生産、高機能

性農産物生産技術の開発等 
9,472千円 

Ⅴ 地域に根ざした生産技

術の研究・指導 
県 

 水産・茶・森林における生産管理加工技術

の開発等 
11,154千円 

Ⅵ 調査研究等 県 
 県民の多様なニーズに応える各種の調査、

研究備品整備、非常勤職員雇用等 
107,781千円 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 農業技術研究センター施設整備事業         ５３６，６５７千円 

   気候変動、産地間競争など本県農業が直面する課題に対応し研究機能を強化する

ため、農業技術研究センターに温室、農機具庫等を新たに整備する。 

 ・単年事業                     ２９７，２９６千円 

 ・継続事業                     ２３９，３６１千円 

  （継続費総額（平成２６年度～平成２８年度）    ５８２，１０７千円） 

      

 

 

 

 

３ 平成２８年度予算額   ７０９，２２９千円 

病気や高温に強い水稲の開発 豚の凍結乾燥精子の開発 イチゴ新品種の開発 子持ちモロコの生産 

温 室 農機具庫 
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埼玉ブランド農産物「知って、買って、食べよう」事業 

 

担当 農業ビジネス支援課 販売対策担当  
     内線 ４１０６  

 
１ 目   的 

  産地間競争が激化する中で、本県農業を維持発展させるためには、埼玉県のブランド 
 農産物の魅力を多くの方に知ってもらい、買って食べてもらう必要がある。 
  このため、映像メディア等を活用して県産農産物の情報発信を行うとともに、販売促 
 進活動を実施する。 
 
２ 事業内容 

区 分 事業主体 内 容 予算額 

(1)情報発信事業 県 

 県内外に広く県産農産物の魅力を知っ

てもらい、買ってもらうため、各種メデ

ィアを利用した情報発信を行う。 

10,706千円 

 

(2)販売促進事業 県 

 幅広い年齢の方が行きかう駅やＳＡ・

ＰＡ等において県産農産物のＰＲ販売を

行う。 

 1,209千円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予算額   １１，９１５千円（平成２７年度２月補正予算対応） 
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農業の６次産業化支援事業 

 

             担当 農業ビジネス支援課 農商工連携・６次産業化担当 

             内線 ４０９５ 

 

１ 目   的 

  農業の６次産業化に取り組む農業者等の発展段階に応じて戦略的かつ実践的な支援 

 を行い、農業経営の多角化と強化を図ることで、収益力向上と地域振興を目指す。 

 

 

２ 事業内容   

区 分 事業主体 内 容 予算額 

(1) 戦略的６次産業 

 化支援事業 県 

 農業者等が策定した経営ビジ

ョン（事業計画）に基づき、発展

段階に応じた取組を支援する。 

7,969 千円 

(2) ６次産業化ネッ 

 トワーク活動推進 

 事業 

県 

 国の支援制度の活用に向けた

総合化事業計画の作成及びネッ

トワークの構築などを支援する。 

53,184 千円 

 7,358 千円 

市町村 

農業者等 

 地域ぐるみの６次産業化に取

り組む市町村等に対し経費助成

する。 

45,826 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２８年度予算額  ６１，１５３千円 

 

【６次産業化の基礎的な支援】 

・地区相談会の開催 
・経営ビジョンの作成、 
 実践支援 
・経営実務研修の開催 
・６次産業化商品ＰＲ会の 
 開催 
         など 

 

 

 

 

経営の 

多角化 

による 

収益力 

向上 

(1) 戦略的６次産業化 

   支援事業 
 

【６次産業化の発展的な支援】 

・総合化事業計画の作成 
 支援及び計画認定後の

フォローアップ 
・６次産業化ネットワーク 
 ミーティングの開催 
・人材育成研修会の開催 
・農業者、市町村等に 
 対する経費助成 
         など 

(2) ６次産業化ﾈｯﾄﾜｰｸ活動 

  推進事業 
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埼玉ブランド農産物輸出促進事業 
 

担当 農業ビジネス支援課 販売対策担当  
     内線 ４１０７ 

 
１ 目  的 

   埼玉ブランド農産物の輸出を促進するため、輸出が見込まれる品目について、タ  
 ーゲット国での規制対象となる情報を収集し、産地が活用しやすいように整理  
 するとともに、これらの情報を各産地へ提供し、輸出拡大に向けた取組を支援  
 する。  
 
２ 事業内容 

区 分  事業主体  内 容  予算額  

(1)ブランド農産

 物輸出情報調

 査事業  

 
県  

 

 埼玉ブランド農産物のうち、

輸出が見込まれる品目について

ターゲット国となる輸出対象国

の規制情報を収集・整理する。  

5,870千円 

(2)輸出情報発信

 事業  

 
県  

 

 各国の輸入に関する情報を県

内のブランド農産物の産地に情

報提供し、輸出の体制整備を促

進する。  

 130千円 

 

 

 

 

３ 予算額  ６，０００千円（平成２７年度２月補正予算対応） 

                  

 
 ◎海外新規販路開拓事業（平成２７年度２月補正予算対応） 

  埼玉農産物や加工品の輸出にチャレンジする生産者団体等を支援 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

海外新規販路開拓支援

事業 

生産者団体等 海外の見本市や商談会への参加等

を支援 

1,200千円 

農産物輸出推進事業 県 輸出セミナーや商談会を開催  933千円 

関連事業 
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埼玉スマートＧＡＰ推進事業 
 

担当 農産物安全課 有機・安全生産担当  

内線 ４０５７  

 

１ 目  的 

食の安全・安心確保が求められる中、取り組みやすさを重視して策定された埼玉県独

自のＧＡＰ（Ｓ－ＧＡＰ）の普及を積極的に図り、県産農産物のより一層の安全性と信

頼性の向上を推進する。 

 
２ 事業内容 

区   分 事業主体 内   容 予 算 額 

(1)Ｓ－ＧＡＰ普及事業 県 

 さらなるＳ－ＧＡＰ普及のため、指導者を養

成し、農業者への推進及び支援を図る。 

・Ｓ－ＧＡＰ指導者の養成等によるＳ－ＧＡＰ 

 普及体制の整備 

・農業者の農場指導 

・地区説明会の開催 

・生産履歴管理システムの導入 

４，４８４千円 

(2)Ｓ－ＧＡＰアップ 

 デート事業  
県 

法令やガイドラインの見直しに対応させた

り、さらに使いやすい仕様を目指したりするな

ど、検討委員会によるＳ-ＧＡＰ仕様の改定等

を行う。 

１，７０７千円 

(3)Ｓ－ＧＡＰ評価事業 県 

Ｓ－ＧＡＰ評価支援システムを導入し、Ｓ－

ＧＡＰ実践農場を認証する。 

・Ｓ－ＧＡＰ評価制度の整備と評価員の養成 

・ＧＬＯＢＡＬ Ｇ.Ａ.Ｐ.取得研修会の開催 

１０，７２９千円 

 

３ 平成２８年度予算額   １６，９２０千円 
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皆伐から始める森の若返りスピードアップ事業  
                            
                      担当 森づくり課 間伐・森林循環担当 
                      内線 ４３２１ 
１ 目  的 

  伐期を迎え利用可能な人工林を対象として、皆伐から地拵、植栽、獣害対策、保育ま

でを一貫して行う森林組合等を支援することにより、森林資源の循環利用を促進し、県

産木材の安定供給及び未利用木質資源の利用促進、ＣＯ２吸収促進、花粉発生の抑制等

森林の持つ公益的機能の向上並びに中山間地域の雇用創出を図る。 
 
２ 事業内容 

区   分 事業主体 内         容 予 算 額 

(1) 人工林皆伐促進 森林組合等 ・林地残材搬出・運搬（60ha） 45,120千円 

(2) 皆伐促進作業道整備 森林組合等 ・皆伐促進作業道整備（9,000ｍ） 36,000千円 

(3) 地拵･植栽 森林組合等 ・地拵（60ha） 
・植栽（60ha） 

51,600千円 

(4) 獣害防止柵設置 森林組合等 ・獣害防止柵設置（22,000ｍ） 
・獣害防止柵点検修繕（60ha） 

75,300千円 

(5) 保育 森林組合等 ・下刈（100ha） 18,960千円 
(6) 検査・指導費 県 ・検査、指導に係る事務費 1,905千円 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２８年度予算額   ２２８，８８５千円 

○人工林皆伐促進 
○皆伐促進作業道整備 

連携 
一貫作業 

○地拵 ・ 植栽 
○獣害防止柵設置 
○保育 
 

森の若返り、森林の循環利用の促進 

ＣＯ２吸収促進、花粉発生の抑制等 

中山間地域の雇用の創出、地域振興 

 

素材生産・木材供給 造 林 ・ 保 育 

獣害防止柵 

植栽 

地拵 
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森林・林業基盤の整備 
 
                     担当 森づくり課 治山・森林管理道担当 
                     内線 ４３１４、４３１６        
 

 

１ 治山対策の推進 

（１）目  的 

   山崩れや荒廃渓流の復旧対策、災害の発生するおそれがある箇所の予防対策及び

機能の低下した保安林の整備を行うことにより、県民の安心・安全な暮らしを確保

する。 

 

（２）事業内容 

区   分 事業主体 内         容 

治山事業 
県 

市町村 

・山腹崩壊地や荒廃渓流等に治山施設を設置 

・保安林の間伐等の実施 

 【３７箇所】 

 

（３）平成２８年度予算額    ５０２，３９５千円 

 

 

２ 森林管理道の整備 

（１）目  的 

   森林管理道を整備することにより、適切な森林整備の推進と林業経営の効率化を

図るとともに、山村地域の生活道や災害時の迂回路としての機能を確保する。 

 

（２）事業内容 

区   分 事業主体 内         容 

森林管理道整備事業 
県 

市町村 

森林管理道の開設、改良、舗装 

【５０箇所】 

 

    森林管理道の施工例 
 
 
 
 
 
 
 
 
        〔開設前〕                 〔開設後〕 
 

（３）平成２８年度予算額    ６０９，２１５千円 
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埼玉の木みんなで使って豊かな暮らし応援事業 
 
 

                       担当 森づくり課 木材利用推進担当 

                       内線 ４３１８ 

 

 

１ 目  的 

   県内の高齢化した人工林の若返りを図り森林の循環利用を進めるため、需要の多く

を占める住宅等への補助や、県産木材製品の流通の円滑化を支援し、県産木材の利用

拡大を促進する。 

 

 

２ 事業内容 

区分 事業主体 内容 予算額 

(１)県産木材の利用支援 木材関係団体 

県産木材を６０％以上使用する住

宅等の新築・改築及び内装木質化

（２５０戸相当） 

49,200 千円 

(２)県産木材の供給支援     12,100 千円 

 ア 県産木材製材品ストック 

    支援 
木材業者等 

木材市場での県産木材ストック機

能の強化支援 
8,800 千円 

 イ 森林認証取得支援 森林組合等 
国際的な森林認証取得による高付

加価値化を支援 
3,300 千円 

(３)県事務費 県 事業推進、指導に係る事務費 1,128 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２８年度予算額    ６２，４２８千円 

高齢林を伐採し 

循環利用を促進 

埼玉の木みんなで使って豊かな暮らし応援事業 

供給 

(1) 県産木材による住宅等の新  

 築・改築・内装木質化を支援 

県産木材供給力

のアップ 

(2)イ 国際的な森林認証取得 

 による高付加価値化を支援 
森林管理認証（ＦＭ認証） 

社会・経済・環境的に適切に管理

された森林を審査・認証 

加工流通管理認証（CoC認証） 

認証森林から生産された木材を

管理・加工 

(2)ア 県産木材製材品 

 のストックを支援 

 



新 規  
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農山村への移住促進ワンストップ体制整備事業  
 

担当 農業ビジネス支援課 農地活用担当  
内線 ４０９７             

 
１ 目  的 
  東京都内の移住相談窓口として「アーバンヴィレッジ支援センター」（仮称）

を設置し、地域の魅力や移住に関する情報を発信するとともに、相談員が移住
希望者の意向を整理しながら埼玉県の紹介や市町村とのマッチングを行うこ
とで、埼玉県の農山村への移住を促進する。 

 
２ 事業内容  

区 分 事業主体 内 容 予算額 

(1)さいたま農あ

る暮らし推進

事業 

県 

 

・農山村への移住促進のための調査（都市住

民のニーズ、移住者の実態、地域資源など） 

・webサイト、パンフレットの作成 

・「農山村滞在お試し移住体験」の実施 

 

28,133 千円 

(2)アーバンヴィ

レッジ支援セ

ンター（仮称）

設置事業 

県 
・都内に県内農山村地域への移住相談窓口（相 

 談員１名）を設置 
8,000 千円 

(3)県推進事業 県 

 

・移住者等の受入を希望する市町村や集落へ

のアドバイザー派遣 

・市町村や相談窓口との調整 

 

4,460 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 予算額   ４０,５９３千円（平成２７年度２月補正予算対応） 
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多面的機能支援事業 
 
                        担当 農村整備課 農村環境担当 

                        内線 ４３４８ 
 

１ 目  的 

 農業・農村が持つ多面的機能を維持・発揮させるため、地域で行う農地や水路、農

道などの地域資源の基礎的な保全活動や質的向上を図る活動を支援する。 

 

２ 事業内容 

区  分 事業主体 内  容 予算額 

(1)多面的機能支払交付金    564,111 千円 

 

 

ア 農地維持支払 活動組織 水路の草刈りや泥上げ、農道の砂利補

充など、農業・農村が持つ多面的機能

を支える共同活動を支援する。 

イ 資源向上支払   

 共同活動 活動組織 水路、農道、ため池の軽微な補修や植

栽による景観形成など、地域資源の質

的向上を図る共同活動を支援する。 

長寿命化 活動組織 水路、農道の補修・更新など、施設の

長寿命化のための活動を支援する。 

(2)多面的機能支払推進交付金    18,836 千円 

 ア 県推進事務費 県 多面的機能支払に係る事業の推進事務 

イ 市町村推進事務費 市町村 多面的機能支払に係る事業の推進事務 

ウ 推進会議推進事務費 推進会議 多面的機能支払に係る事業の推進事務 

 

  基本交付単価                        （単位：円/10a） 

 
農地維持支払 

資源向上支払 

共同活動 長寿命化 

田 3,000 2,400 4,400 

畑 2,000 1,440 2,000 

草地   250   240   400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２８年度予算額   ５８２,９４７千円 

【農地維持支払】 【資源向上支払】 

植栽による景観形成 水路の補修 水路の草刈り 

 区分 
地目 
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